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1997 年成均館大学美術教育科 ( 美術教育専攻 ) 卒業。
2002 年武蔵野美術大学造形研究科美術専攻修了。
2003 年ロイヤル・カレッジ・ オブ・アート ( 版画専攻 ) 交換留学生。
2008 年京都市立芸術大学 大学院美術研究科博士 ( 後期 ) 課程満期退学。
2005 年と 2008 年 , 日本の VOCA「現代美術の展望 - 新たな平面の作家たち」の展示に 選ばれ，
韓国と日本を始め，多くの国際的な展示に参加した。現在は京都を拠点に制作し，活動している。
Selected exhibition
2019 
‘Moon-Bow’ ,Jarfo,Kyoto
‘Layer’s of time’ ,Gallery Lee&Bae,Busan
‘KG+ Selected 12’ ,Junpu Elementary School,Kyoto
2017
‘Repeat & Repeat’ ,Sfera Exhibiton,Kyoto
‘International artist Solo Exhibition’ ,CIGE,Beijing
2016
‘Daejeon research project final show’ (2 years running from 2015)
‘TEMI art centre’ ,Daejeon,Korea
‘DMZ project’ ,Korea,(3years running from 2014)
2014
‘Line’ s Echo’ ,Ujong Museum of Art,Korea
‘Over & Over’ ,Imura Art Gallery,Kyoto
2013 ‘Dividing Line-Connecting LineCollaboration with Michael Whittle,Zuian-an,Kyoto

作
家
ノ
ー
ト

夢
で
も
行
き
た
か
っ
た
大
田
、
朝
鮮
大
田
生
ま
れ
の
あ
る
日
本
人
は
終
戦
後
、
引
き
上
げ
て

か
ら
亡
く
な
る
ま
で
一
度
も
大
田
に
行
か
ず
、
遺
骨
の
一
部
を
大
田
の
あ
る
山
に
入
れ
て
ほ

し
い
と
遺
言
を
残
し
た
。
そ
の
遺
言
を
聞
い
た
息
子
も
今
で
は
八
十
二
歳
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
逆
に
日
本
で
生
ま
れ
朝
鮮
の
人
と
結
婚
し
、
終
戦
後
、
韓
国
の
釡
山
に
行
っ
た
日
本

人
の
女
性
は
一
〇
四
歳
に
な
り
、
今
も
韓
国
に
い
る
。

私
は
二
〇
一
五 

年
か
ら
約
三
年
間
、
韓
国
中
部
の
大
田
に
あ
る
小
さ
な
街
「
蘇
堤
洞
」
を

調
査
し
、
故
郷
と
国
籍
が
一
致
し
な
い
日
本
人
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
な
ど
、
数

年
間
に
わ
た
っ
て
誠
実
な
調
査
や
記
録
を
重
ね
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
は
八
〇
〜
九
〇

歳
と
高
齢
で
、
彼
ら
と
自
分
が
共
に
い
ら
れ
る
時
間
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。

激
動
の
近
代
日
韓
史
を
生
き
抜
い
て
き
た
彼
ら
の
語
ら
れ
る
こ
と
な
か
っ
た
記
憶
や
想
い
を

聞
く
行
為
か
ら
作
品
に
至
る
ま
で
の
複
雑
な
気
持
ち
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
作
家
と

し
て
作
品
に
繋
げ
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
っ
た
。

　芸術資源研究センターが行う研究会「アーカイブ研究会」では，今年度〈シリーズ：トラウマとアーカイブ〉と題して，
連続的な講演と議論の場をもちます。
　公的な歴史や大きな物語からこぼれおち，それゆえ忘れ去られていく出来事とその記憶については，その記憶を聞
きとり，引きうけ，わがこととして受けつぐ試みが，近年多くの場面で行われ，論じられています。
　今回考えてみたいのは，忘れ去られつつあり，かつ忘れてはならないと思われるにも関わらず，差別や暴力の経験，
負の記憶に結びついているために，あるい今それについて語ることが新たな暴力や差別を引き起こしかねないために，
思い出すことや語ること自体が現在でも困難であるような出来事とその記憶―トラウマ的な記憶―についてです。
　たとえば，差別の経験や，国と国のあいまにある中間的な場所の記憶などについては，それについて語る・想起する・
言及すること自体が，当事者にとってはもちろん，アーティストや研究者にとってもむずかしいという現状がありま
す。しかしながらだからこそ，そうしたことがらについて語り，聞き，話すための場所が必要だとも言えます。
　では実際に，こうした経験と記憶については，どのような試みやアプローチが可能でしょうか。本シリーズでは，
記憶をアーカイブする装置としての芸術やフィクションの可能性に注目してみます。集団的というよりも個的な記憶，
言語的・歴史的史料というよりも，フィクションや視覚的資料，そしてさまざまな「モノ」などに焦点をあてるこう
した実践が，いまどのように可能なのか。異なるフィールドを対象に，忘れられるべきではない経験と記憶について
の研究や表現活動を実践してこられた方たちをお迎えし，語ること，想起すること，聞きとり・引きうけ・受けつぐ
ことの可能性とその具体案について，考えてみたいと思います。　　　　　｜芸術資源研究センター教授　佐藤知久｜
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問い合わせ先：京都市立芸術大学芸術資源研究センター事務局　TEL : 075-334-2217　Mail : arc@kcua.ac.jp　http://www.kcua.ac.jp/arc/

Vol.2　「parallax（視差 )―「向こう側」から日本を見る」

講師：高嶋慈　（芸術資源研究センター研究員／美術・舞台芸術批評）
日時：10 月24 日（木）17:30~ ／会場：芸術資源研究センター

講師：裵相順｜Bae SangSun｜

2019　10 　8　　年 月 日（火）17:30-
会場：芸術資源研究センター ｜ 参加無料（事前申込不要）

芸術資源研究センター　第 25 回アーカイブ研究会

　

《
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
》
自
作
を
語
る

̶

近
代
歴
史
の
中
で
生
き
残
っ
た
人
々
の
話
か
ら

 1Vol.

https://www.sangsunbae.com/

'The Chandelier 1', 130x160cm, 2018, Archival pigment print


